
Ｎo. 申し合わせ事項 現状のルール 申し合わせ事項設定理由

1

用具・備品等

　・審判台は使用を原則とする。 但し、審判台が用意できない

　　場合やスペース的に無理がある場合はこの限りではない。

　・公式記録は記録せず順位決定の為の集計のみとする。

　・ベンチは設置しない。

用具・備品等

　・審判台は使用をする。

　・公式記録用紙は原則使用しない。

　・ベンチを設置する。

※すべての施設で審判台があるわけではなく

　たとえあったとしてもスペース的に使用不可の

　場合を考慮して行う。

2

フリーゾーン

　・隣接コートの壁面及びサイドラインやエンドラインの延長線に

　　囲まれた範囲とする。使用していないコートがあっても例外ではない。

フリーゾーン

　・サイドライン、エンドラインから

　　２mの範囲に設定する。

※スペース的に2mは不可能な場合が多く、設営に

　時間も掛かる。

　隣接コートへの安全面に配慮。

3

キャプテンマーク

　・チームキャプテンがコートを離れる時は、新たなゲーム

　　キャプテンを指名しゲームキャプテンとなる者は、

　　チームキャプテンが腕章(アームバンド)をキャプテンマークと

　　して使用している場合は付け替える。

キャプテンマーク

　・付け替えは行わない。

※審判からゲームキャプテンを分かりやすくする。

4

ラインアップシート

　・ファミリー及び小学生の部の４年生以下の競技者は、

　　ラインアップシートの背 番号の下に、アンダーラインを引く。

ラインアップシート

　・アンダーラインの規定なし

※小学４年生以下はショートサービスゾーンからの

　サーブが可能なので審判に対して分かりやすく

　表示する。

5

ショートサービスゾーンからのサーブ(小学４年生以下)

　・ボールと手または腕の接触点が、肩より下であること。

　・上記に反したサーブは、再度サーブのやり直しを求める。

　・再び反したサーブは反則とする。

ショートサービスゾーンからのサーブ(小学４年生以下)

　・打点の規定はなくジャンプサービスもOK

※ファミリーの競技性を重視する。

6

ラインナップシートの管理

　・副審が管理する。

　・副審は、サービス順が違った時 サービスが実行された後

　　速やかに吹笛し、アウトオブポジションのハンドシグ ナルをする。

　・サービス順は、競技者から求められたら教える。

ラインナップシートの管理

　・公式記録を記録する記録係が管理する。

　・記録係がベルを鳴らして副審へ指示する。

※公式記録を記録しないので副審で代用する。

7
タイムアウト

　・コート内にいることを認める。 但し、給水はコート外で摂る事。

タイムアウト

　・ベンチ近くのフリーゾーンで行なう。(コート外)

※スペースが狭い場合のに配慮するが、給水は

　床が濡れる恐れがあるのでコート外とする。

8

競技中の手袋等着用

　・予め審判委員長に理由を説明し、許可を得た 場合は認められる。

　・競技中は、競技力を向上させる物、品位に欠ける物、危険な物は

　　着用してはならない。

競技中の手袋等着用

　・負傷を引き起こす可能性のある物や選手に有利となる

　　可能性のある物を身に着けることは禁止。

　・はだしでプレーすることは禁止。

※実態に即した配慮をする。

　　愛知県版申し合わせ事項 2025.3.1制定


